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89･てきた 12)｡また,1 0年代中頃の時点で,東 ･
西 ドイツの初等科学 (理科)教育を,社会主義の理 リン邦との初等科学教育の現状も,旧東 ドイツ地区･
念とドイツ･ワイマール期の教育伝統という視点か 新編人5邦の中で,残されたザクセン邦の初等科学





区 ･ザクセン邦のグルントシューレ (通算呼称第 1 
--4学年)と東ドイツのオーベルシューレ (第 1領域の取扱いの変遷を明らかしている4). 
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表 1 東 ドイツオーベルシューレ (第 1-4学年)週授業時間割表
第 1学 年 前 期 第 1学 年 後 期 第 2学 年 第 3学 年 第 4学 年 合 計 




































schutgarten学 校 園 




.sportスポ ー ツ 
総 計 21 
表2 東 ドイツオーベルシューレ (第5-10学年)週授業時間割表 
Klasse 学 年 5 6 7 8 9 10 計 % 
Deutsche Sprache undLiteratur ドイツ語 と文 学 7 6 5 5 4 3 0 15.3
Mathematik 数 学 6 6 6 4 5 4 16.31 
P h y B ik 物 理 学 - 3 2 2 3 3 1 3 6_
大きな変化となる｡
東 ドイツは10 (3･3･4) 2制の学校制度,10
年間の義務教育である｡初等 ･前期中等教育段階と
いう概念はない｡しかし,学年毎の設置教科数の変
化に注目すれば,第 1学年前期 6,第 1学年後期～ 
4学年 7,第 5学年10 (+選択 1),第 6学年11(+














ことになるが,東 ドイツ,旧東 ドイツ地区 ･ザクセ
ン邦,共に,第 1-4学年が初等教育段階であり.
この 4年間に注目していくことになる｡




表 1と表 3との対比から東 ドイツと旧東ドイツ地














Biologle 生 物 
Geographic 也 :嘩邑 
Astronomie 天 文 
Po)ytechnik 総 合技 術 教 育 
Werken 工 作 
Staatsb〔lrgerkunde 公 民 
KUnsterziehung 芸 術 
Musik 音 楽 
Sport スポー ツ 
Pflichtwochenstunden 週 時間数 (必修 ) 
fakuJtatiV 選 択 
2.Fremdsprache 第 2外 国語 
Nadetarbeit 裁 鰯t 
教 科 数 
2 7 
2 
- - 5 
- - 3 
2 1 








(*)大綱に従って定められている叶能な選択 22コース:数学,情楓 エレクトロニックス,物理の技術的止凋 ,天文と宇宙飛行,水の化学,
ミクロな生物学,情報加工とプロセスの自動化 自動車技術 郷土の祈域, jJ マルクスレーニン哲学の基本問題への入門,
2 1 2 2 2 ll 5.
2 2 2 1 2 ll 57 
- - - 1 1 0.
4 4 5 5 18 9.
2 - - - - 4 2.
1 1 1 2 5 2.
1 1 ー 1 - 5 2.
1 1 1 1 1 6 3.
3 2 2 2 2 14 7.
33 32 33 32 32 193 1
3 3 3 2 ll 




表 3 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ブルントシューレ週授業時間割表 
Klassenstufe学年 1 2 3 4 計 
Reliqion/Ethik宗教 /倫理 1 2 2 2 7 
Deutschドイツ語Sachunterdcht事象教授 7 6 7 7 2798)2 98)3 9a)2 108)3 (3) 
10 
Mathematik数学 5 5 5 5 20 
Englisch英語 2 2 4 
Kunst芸術 1 1 2 1 5 
We｢ken上作 1 38) 1 3a) 1 5a)2 1 48)2 4Musi% # 6 
Sponスポーツ 3 3 3 3 12
教科数 8 9 
Summe合計 21+2 22 26 26 95+2 

































目していかなければならない｡ 領域の過授業時間数 一東 ドイツのオーベルシューレ 
まとめとして,表 1と 3から,郷土科 と事象教授 (第 1-4学年)の場合 と旧東 ドイツ地区 ･ザクセ
の部分 を抜粋 して作成 した表 4が,初等教育段階 ン邦のグルントシューレの場合 との比較 -である｡
(通算第 1-4学年)における科学教育の関連教科･
表 4 初等教育段階 (通算第 1-4学年)における科学教育の関連教科 ･領域の週授業時間数一東 ドイツの
オーベルシューレ (第 1-4学年)の場合 と旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦のグルン トシューレの場合 と
の比較 -
東ドイツオーベルシューレ ドイツ語(内数 :郷土科 ) ll(1) 10(2) 1(2) 14(3.5) 14(3) 50.5(10)
クセン邦ケルントシ 9a) 9a) 9 )8 10a) (37) 




東 ドイツの学校教育法 :統一社会主義教 育制
度法23条 (1)｢授業 の学術性 と体系性 を保証す







育 (Lhpae,授業時間割が授業 と訓育 との基erln)
盤である｡これらは,学校当局によって定められる｡｣






















第 2学年には1969年 9月 1日,第 3学年には1970年 9
月 1日に有効となる｡)
ベルリン 1967年 5月 2日
国民教育省大臣 マルゴット ホ-ネッカー  
lhls目次nat

























とにな り,学年を越えた全体 としての 目標を知るこ
とが出来ない｡
表 9は,旧東 ドイツ地区 ･ザ クセ ン邦 グル ン ト
シューレ学習指導要領 ･事象教授の冒頭部分 と目次
である｡ 
2004/05年度か らの実施,第 1と第 2学年 とを-
-46-
ドイツにおける初等教育段階の物理教育の変遷
表 6 東 ドイツオーベルシューレ･ドイツ語第 2学



































表8 東 ドイツオーベルシューレ･ドイツ語第 4学







































Ⅲ.東 ドイツのオーベルシューレ (第 1-4学年)
と旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦のグルン トシューレ
表7 東 ドイツオーベルシューレ･ドイツ語第 3学



































表 9 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦グルントシュー
レ学習指導要領 ･事象教授 (冒頭 ･目次)
グルントシューレ学習指導要領は2004年 8月 1日に有
効となる｡ 



























表10,12,13は,東 ドイツオーベルシューレ (第 
1-4学年)における郷土科の中の学習分野とその
授業時数,東 ドイツオーベルシューレ (第 1-4学
午)における初等科学教育一郷土科の中の学習分野
｢自然に関する知識一自然観察｣の授業時数と割合,





































































































































3秩.冬 ,春の自然 14 1 
3.1秋の広葉樹と針葉樹の変化 3 1 
3.2秋と冬の動物 4 1 




1郷土の植物と動物 21 1 
1.1秋.香,夏の樹木 6 1 
1.2家畜 10 1 
1.3穀物 5 1 
G g 
4学年 31 





2.2森林の動物 4 1 
3.河川での植物と動物 4 1 
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料, ドイツ鼠 ソルブ (ソルピア,ウェンドWendisch)請,事象教授,数学では,各学年で,1週が,定着と関連 

























.漢択学習分野 (4/7}野で時数各 4. 1つ選択) 





定着と関連 :メディア-情報処理加 ⊥ 















表16 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦のゲルントシューレの場合と東 ドイツのオーベルシューレの場
合の初等教育段階 (第 1-4学年)において物理教育がなされている可能性のある教科 ･領域 ･
学習分野
東ドイツオーベルシューレ(第 1- 4学年) ドイツ語 郷土科 (第4ないし第2学習分野)自然に関する知識-自然観察
旧東ドイツ地区.ザクセン邦グ 事象教授 (第4学習分野 )無生命自然の現象との出会い
る自然科学的事象への最初の学習であるといえる｡
なお,それぞれ 4ないし6時数が想定されている




た実際の訓練)から 2.第3学年で 4 (1:植物の
増殖,2:昔の植%.3:地域の石と石文化 4:街路



















































表17 東 ドイツオーベルシューレ (第 1-4学年)における郷土科の目標と使命
領域郷土科において生徒は自分の郷土の知識を学ぶ｡戯労音の店戯･#会壬題戯国家 ･Miにおける歴史事者とB
然に厨する基本LWを類題を獲得する｡自然と社会とまとめを徐々に把握し,#会主題祖国の一部として自分の郷土を

















表18 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ブルン トシューレにおける事象教授の目標 
Zil n ugbndsFce ahnerrcteeudAfae e ahsScut ih事象教授の目標と課題 














表19 旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦ゲルン トシューレにおける初等科学教育の学年別目標とその区分
学年 区分 
1 1& 2 B 児童は目的に合わせ 1=知覚によって四季の変化のイメージを獲得するO 
2 1& 2 A 精選した動植物を的確に区別できるo 
3 1& 2 A 動植物と出会う際にその行為を考え,自然の創造に際し学校圏で協力する○ 
4 1& 2 B 児童は.光と影 .空気 .水の特性 .点■Gについての経験を集めることで.簡単な自然科学的 
5 3 A 児童は種の知識を拡大し,動植物を精選した特徴で区別でき,生活空間との関係をハツキ
リできる○ 
6 3 B 精選した植物性食糧の構造と意義との知識を学ぶo 
7 3 B 穿Rによって水の特性についてイメ-ジを深め.自然における水の循環についてまとまりを
作るO 
8 4 A 児童は生活圏森と河川との更なる動植物の知識を学ぶ Q 































標 と内容に,そ して,一一で,グルン トシュー レ とその区分と割合で分かるように,第 1学年第 1大
の上位の目標 ( dnsudEzeugafrg 項目｢冬の自然･岩泉#穿｣,第 2学年第 2大項目｢京BHug-n rihnsuta
陶冶訓育使命)に対する関連指示 も含んでいる｡備 鹿野穿｣,第 3学年第 2大項 目 ｢個々の季節におけ
考の欄が選択で,E]標と内容の欄が必須 といえるO る気象と黄泉静粛｣で分かるように,明らかに 4年
表22 学習分野 L4 間を通じて気象分野を扱っている｡ここで,気象分は,その例であ り,第 4 (B):
無生命自然の現象との出会いである｡ 野が物理学の一分野でないとすれば,東 ドイツオー
表21で分かるように,第 4学年第 5大項目の内の ベルシューレ (第 1-4学年)においては,物理教
中項 目 ｢5.1自然における水｣は,いわば 2つの小 育が扱われていないと確認できる｡
項 目5.. 環境における水の存在｣ .. 水の 一万,表22で分かるように,旧東 ドイツ地区 ･ザ11｢ ,512｢
蒸発と凝結による雲と降水の形成｣からなり,後者 クセン邦グルントシューレにおける第 1&2学年 ･
は,気象分野であるoまた,表13東 ドイツオーベル 第 4学習分野 (LB4):無生命自然の現象との出会
シューレ (第 1-4学年)における初等科学教育一 いの第 5と6の大項目で水が扱われてお り,東 ドイ
郷土科の学習分野 ｢自然に関する知識一自然観察｣ ツとは視点が異なっている｡第 1と 2大項目は,光


































表21 東 ドイツオーベルシューレ第 4学年における学習分野 ｢自然に関する知識一自然観察｣の第 5大項目




河川 -小川.池.潤 ,海 ;
大地の水一地下水 (例えば,鉱泉水)と土壌の湿度
植物と動物における水- (例えば学校園の授業の)知識と経験との閉息 植物における水の実証 (植物の断面への圧
力によって);人間と動物による水の排出 (汁,尿);空気中の水 (湿度,透明) -板ガラスやメガネの曇りでの認識
可能性 :降水としての水一降水の種類 (雨.露,寡.雪,霜,露)に関する復習o
水の蒸発と凝結による雲と降水の形成 :
空気中の水の存在 (湿度) -生き物から,河川,大地の表面での水の蒸発 ;環境における蒸発現象の観察 (例えば,













読みとの連携 = 水を下さい｣( o詩｢ 読本の文面) 
表22 旧東ドイツ地区 ･ザクセン邦 ブルン トシューレにおける第 4学習分野 (LB4)ニ無生命自然の現象との出会い
正 蒜 壷 表 示 ~蒜 蒜 后有 言 標 と内容 Bemerkunoen備 窯





効用 と危険 , 日よけ
裁量 二度源 /反射体 としての恒星 と月





,#の現象に腐賓を府げろ太陽 /智の作用人工の)だ源の意義-jEを使った探究一一透明 ,透明でない ,反射物質 )Eと闇の窟賓を語表で結果を整理す る 
--ノ妊娠 ,対象 ,影の関係 → -交通安 全
影絵芝居 ,影作 り,影絵
問題設 'iEをす る
影の元 と形の関係 を明 らかにす る ;影の形をスケ ッチす る
自分の学習場所で E'-の状況を試す
裁量 二影の形か ら元を推量す る
★ -工芸第 1/2学年第 3分野
試行や _美顔 によって空素の本質的な性質を jL'i 変化す る条件で空音の性 質の検証 _美顔






口 ,様々な物 ,楽器を使 って
例えば ,こだま ,メガホンで音の伝搬を体験する
裁量 :雷 , コウモ リ 
★ -音楽第 1/2学年第 4分野
気体 としての要素目的に合わせ 探究 方法 としての宕顔空 音の動きによる雑音 と楽音 との発牛-動 く空京としての風の粛鼻 ★ -_J二作第 1/2学年第 1分野風で動いているものを認知する
凪が吹いている方向を知 り,風の音を受け ,挙げる
風の作用 .効用 と危険
大気現象 と自然の現れを知 i 認知能力の多様性
→ → コ ミュニケー ション能力
表内に描かれた記号を知 り,読み取る
天気了,報をする
四季 _有泉大気の威容 記録-温度計による測定 現れを語 り,関連 を意味づける天気 LA作成
概念 :目盛 り . >k点 と沸点 デ ジタル測定 との比較
適切な行動様式 -那 _有衷現象に関す る知識の転 # 東泉によって服を着る
霧 ,闇夜での視界
雨で湿った道路での交通状況
理 由付ける :そ して ,なぜならば ,そ うすれば 
-→- /ih-涌 安 全












水の意義 と水に似た液体を扱 う際の危険について腰度 を/7.1す /ヒ命の茶礎 ,健康法家庭における腐食性 毒性 ,刺激Jrq=_,発火性溶液での注意
標識 , ｣1二しい管理の叶能性 と必要性 
★ -新教第 1/2学年第 2分野
,




農 夫の ′レー ル






-水の物質状態 :固体 .液体 .気体
-水の状態変化の臭■爵 









★ - ドイツ語第 3学 /+I-/JJt野話す聞く
探究と男顔 によって物 cT)招き沈みの簡単な総括を/加a















火せ 扱 う行動方法 
一一仙値案内
因果関係を説 Pj]す る,例えば .もし,そ うすれば ,
そ うでなけj1ば ,なぜならば ,そ して,に幸)かかわれず
様々なもの U)燃焼可能性 
1/#の良導体 と不良導体 との認識の為に具慶的な方法のj 
ノ好
L+.- 自然物 ,プラスチ ック,求.ぞ 素
挿絵を描 く.凶蓑を作る



















段階 (通算呼称第 1-4学年)の物理教育の変遷を シューレに至って,気象分野以外に,物理学の幾つ
明らかにしてきた｡ かの分野 (光,熱.静力学など)も行われるように
旧来 ドイツ地区のザクセン邦は.西 ドイツつま 変化し.気象分野が物理学の一分野でないと考えれ
































L b ihernerec習領域 ( )の区分に,化学を独立させ家政を
加えるという変更ののち ,1 年に改訂版が出されてい
る｡これらが,他の邦に具体的なモデルを提供し ,- ･教育の大綱を規定しているいわばこれら新旧学習 影響したことは予想できる｡(事象教授の内部構造･学習
と密接に関連している｡





































旧西 ドイツでも同じであるが,また,表 2東 ドイ
ツオーベルシューレ (第 5-10学年)週授業時間
割表でもわかるように,地学が教科 ･領域などで設学年 ･第 4学習分野 (LB4):無生命自然の現象と
の出会いの第 5と6の大項目で水が扱われており, 定されていないのであれば.気象分野は物理に含め
東 ドイツとは視点が異なっている｡第 1と2の大項 るか関連させるしかないことを示している｡
目は,光と空気であり,第 3と4大項目は気象であ また,気象分野を物理学の一分野に含めるとすれ
る｡なお,第 4学習分野 L(B4):無生命自然の現 ば,既に,東 ドイツにおける初等教育段階でも物理
象との出会い.第 3学年の 4つの大項目は気象,水 教育がなされていたと解釈でき,旧東 ドイツ地区 ･
(三鼠 循環,浮沈)であり,第 4学年の 3つの大 ザクセン邦に至 り,初等教育段階で物理教育がなさ
項巨 =ま燃焼,熱伝導 (とその利用)である｡ れるようになったといえるものではない｡
結局,東 ドイツの初等教育段階で気象分野はなさ 結局,初等教育段階の物理教育の概念 ･構造にお
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